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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール    事業所名： ライフステーション寺津      ユニット名： なでしこ 2025/3/11 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話しあ

った内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と

実践  

地域密着型サービスの

意義をふまえた事業所

理念をつくり、管理者と

職員は、その理念を共

有して実践につなげてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々、利用者の気分を把握する

ことから始め、職員一同共有し家

族のように信頼し合って生活してい

ける様取り組んでいる。 事業所独

自の運営理念に「和を大切にする

心」を掲げ、話し合い理念に沿って

サービスを提供出来る様努めてい

る。 

      

2 
事業所と地域

とのつきあい 

事業所は、利用者が地

域とつながりながら暮ら

し続けられるよう、認知

症の人の理解や支援の

方法などを共有し、事業

所自体が地域の一員と

して日常的に交流してい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

近年、コロナ禍の影響で地域行

事などが中止となっているものが

多いが、開催される行事などにお

声掛け頂けている。地域とのつな

がりを構築、維持していくことが出

来る様努めている。 運営推進会

議の中で事業所として、認知症に

関して取り組んでいる事項やヒヤリ

ハット等の事例を説明し、症状や

支援の方法への理解を深めてもら

えるよう努めている。 

 コロナウイルス感染症が流行

したことによって、地域行事は

減少しているが、今後再開す

るような場合には案内を頂い

て随時参加していきたい 
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3 

運営推進会議

を活かした取

り組み 

運営推進会議では、利

用者やサービスの実

際、評価への取り組み

状況等について報告や

話し合いを行い、そこで

の意見をサービス向上

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議を 2 ヶ月に 1回開

催しており、ご家族、地域、市役

所、包括支援センターの方に参加

して頂いている。事業所内での近

況を報告し、意見を出して頂きサ

ービスの向上に活かしている。 

 

現状、ご家族様にとって、安心

して預けられる場所となってい

るので、今後もサービス向上に

努めてほしい。 

    

4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃か

ら連絡を密に取り、事業

所の実情やケアサービ

スの取り組みを積極的

に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んで

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議または報告書の

中で、年間行事、自己評価や外部

評価の等の内容を説明し、それに

基づく質問や意見、要望を取り入

れ、サービスの質の向上などに努

め、事業所の運営に活かしてい

る。また、会議を 2 ヵ月に１回と定

期的に開催し、安定した意見交換

を行えるよう努めている。 

 異議なし。     

5 

身体拘束をし

ないケアの実

践 

代表者および全ての職

員が「介護保険法指定

基準における禁止の対

象となる具体的な行為」

を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体

拘束をしないケアに取り

組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

代表者及び職員全員が身体拘

束をしないケアについての重要性

を正しく認識しており、法人及び事

業所一丸となり「身体拘束廃止宣

言を掲げ全体で取り組んでいる。

また、事業所独自にも利用者毎の

支援方法を話し合い、自分達が考

える「拘束」に当たらない様十分に

配慮している。安全で快適な生活

が送れるよう日々見守りに十分に

配慮し、玄関の鍵を掛けるなどしな

  

A． 充分にできている 

3人 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不明        1人 

 安全で快適な生活が送れて

いると思う。 
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い生活が出来るよう取り組んでい

る。 

6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢

者虐待防止関連法につ

いて学ぶ機会を持ち、利

用者の自宅や事業所内

での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を

払い、防止に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人及び事業所が一体となり、

虐待防止に取り組んでいる。また、

研修会や機会ある毎に勉強会を

行い、制度に対する理解を深めて

いる。事業所内においては見守り

カメラを導入しており、責任者の監

督以外にもさりげない言葉遣い等

にも職員が互いに話し合い、利用

者に対する虐待を見逃さない様取

り組んでいる。  

  

A． 充分にできている 

2人 

B．ほぼできている 

2人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者に対しての虐待を見

逃さないよう取り組んでいると

思う。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常

生活自立支援事業や成

年後見制度について学

ぶ機会を持ち、個々の

必要性を関係者と話し

合い、それらを活用でき

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に制度や事例を説明す

るなど、話題に触れる機会を作り、

制度に対する理解を深めるよう努

めている。問い合わせ、申し込み

者からの相談にも関係者と十分に

話し合い、すぐに活用できる様に

体制作りに取り組んでいる。 

      

8 
契約に関する

説明と納得 

契約の締結、解約また

改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問

点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図って

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者及び家族代表・代理人等

との契約解除、又は改定などの際

は、必ず責任者を指定して実施し

ており、契約時等における不安や

疑問などが生じず、内容をご理解

頂ける様に説明を行っている。 
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9 

運営に関する

利用者、家族

等意見の反映 

利用者や家族等が意

見、要望を管理者や職

員ならびに外部者へ表

せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族等が面会訪問した際には、

必ず声を掛け、周囲に配慮した環

境で生活状況を説明すると共に、

意見や要望をお聞きし、利用者や

家族等の満足が得られるよう、ケ

アの向上・運営に反映させ、苦情

等に関しては、責任者を指定し、早

期に解決できる様取り組んでい

る。 

  

A． 充分にできている 

3人 

B．ほぼできている 

1人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者や家族の意見に対し

取り組んで解決していると思

う。 

10 

運営に関する

職員意見の反

映 

代表者や管理者は、運

営に関する職員の意見

や提案を聞く機会を設

け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月 1回、法人役員と管理者等

の定例会議等を開催し、相互の意

見交換で出た事項等を、運営に反

映させている。また意見や要望が

あった場合には、申し送りや会議

録の回覧を行い、職員全体が内容

を把握出来るようにしている。 

      

11 
就業環境の整

備 

代表者は、管理者や職

員個々の努力や実績、

勤務状況を把握し、給与

水準、労働時間、やりが

いなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環

境・条件の整備に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員各人が常に向上心を持てる

よう、勤務意欲の向上に配慮して

いる。また、法人役員が定期的に

事業所を訪問し、職員の意見や要

望等を聞き、運営に反映させてい

る。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

3人 

D．ほとんどできていない 

不明       1人 

 自己評価に同意します。 

 

 よくわからない。 
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12 
職員を育てる

取り組み 

代表者は、管理者や職

員一人ひとりのケアの実

際と力量を把握し、法人

内外の研修を受ける機

会の確保や、働きながら

トレーニングしていくこと

を進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

各種団体の ZOOM 研修会に参

加し職員の資質向上を図ってい

る。また職員の希望の他、個々の

職員に合った研修に参加しやすい

環境づくりに努めている。事業所内

でも基礎的なケア方法について見

直し、実技指導も実施している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

3人 

D．ほとんどできていない 

不明      1人  

 自己評価に同意します。 

13 

同業者との交

流を通じた向

上 

代表者は、管理者や職

員が同業者と交流する

機会を作り、ネットワーク

づくりや勉強会、相互訪

問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させて

いく取り組みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人内の他の事業所との交流、

相互訪問等の活動を通じて、改善

点及び、取り入れたい点等につい

て話し合い、事業所の資質向上に

取り組んでいる。 GH協議会など

の ZOOM研修に参加し、意見交換

し、事業所のケアを見つめなおす

機会としている。 

 

      

14 

本人と共に過

ごし支えあう

関係 

職員は、本人を介護され

る一方の立場におか

ず、暮らしを共にする者

同士の関係を築いてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人がサービスを利用する際

に、その人に相応しいサービスで

あるか、事業所のサービスに適応

するのか否かを家族等及び介護

支援専門員との話し合いを持っ

て、総合的に判断、対応する体制

を整えている。 
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15 

馴染みの人や

場との関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にし

てきた馴染みの人や場

所との関係が途切れな

いよう、支援に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

往診以外の受診などのご家族

対応、感染予防をした上での一時

帰宅など、出来るだけこれまでの

関係が途切れないよう支援に努め

ている。 また、毎月ご家族に利用

者のご様子や状態の変化を手紙

で報告し、面会の際に戸惑うことの

ないように配慮している。 

 異議なし。     

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮ら

し方、生活環境、一日の

過ごし方の希望や意向の

把握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所職員全員が、利用者のそ

の時々の気持ちを尊重し、また、

家族等から生活歴や職歴、得意分

野や個性等の情報を得、それらを

総合的に判断し、利用者一人ひと

りの自由な意思での生活が送れる

よう、ケア内容を考え、対応してい

る。 

      

17 

チームでつく

る介護計画と

モニタリング 

本人がより良く暮らすため

の課題とケアのあり方に

ついて、本人、家族、必要

な関係者と話し合い、そ

れぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した

介護計画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

申し送り時や連絡ノートを使い、

利用者の状態変化や問題点につ

いて情報交換を行っている。また、

本人や家族等の意見や要望をお

聞きし、ニーズやサービス内容が

現状に合ったものかその都度見直

し、その人らしい生活が送れるよう

に介護計画書を作成し、その情報

を全員で共有している。 

 異議なし。 

A． 充分にできている 

       3人 

B． ほぼできている 

1人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の状態や問題につい

ての情報を全員で共有してい

ると思う。 
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18 
個別の記録と

実践への反映 

日々の様子やケアの実

践・結果、気づきや工夫を

個別記録に記入し、職員

間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直し

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の利用者の会話等を記録

する事により、本人の状態や感情

の変化、トラブル等がある場合に

は、その要因を推測する事が出来

る他、解決する方向に進める事が

出来る。また、職員がこの情報を

共有することにより、その人に合っ

た統一したケアを提供する事が出

来るようにしている。 

  

A． 充分にできている 

4人 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の状態や感情の変化

を職員が情報を共有し解決し

ていると思う。 

19 

一人ひとりを

支えるための

事業所の多機

能化 

本人や家族の状況、その

時々に生まれるニーズに

対応して、既存のサービ

スに捉われない、柔軟な

支援やサービスの多機能

化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人がサービスを利用する際

に、その人に相応しいサービスで

あるか、事業所のサービスに適応

するのか否かを家族等及び介護

支援専門員との話し合いを持っ

て、総合的に判断、対応する体制

を整えている。 

 異議なし。     

20 
地域資源との

協働 

一人ひとりの暮らしを支え

ている地域資源を把握

し、本人が心身の力を発

揮しながら安全で豊かな

暮らしを楽しむことができ

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

近年、地域の行事に参加したり

する事が困難な情勢であったた

め、ご家族などの協力を得ながら

本人の希望に近づけるように努め

ている。 

 

 異議なし。     

21 
かかりつけ医

の受診支援 

受診は、本人及び家族等

の希望を大切にし、納得

が得られたかかりつけ医

と事業所の関係を築きな

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月２回の提携医による往診で

一人ひとりの健康状態を継続して

診察して頂いている。また、本人や

家族の希望する医療機関での診

察が受けられるようにしている。受
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がら、適切な医療を受け

られるように支援している 

診結果はお便りで家族に報告。急

な受診については電話で報告して

いる。 

22 

入退院時の医

療機関との協

働 

利用者が入院した際、安

心して治療できるように、

また、できるだけ早期に退

院できるように、病院関係

者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院

関係者との関係づくりを

行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の入院時においては職員

が付き添い、家族等と共に協力医

療機関を含め病院関係者と相談

し、口頭での説明の他サマリーで

の情報提供を行い、安心して治療

を受ける事が出来るよう配慮して

いる。退院時も安全にお戻り頂け

るよう、前もって家族と病院、事業

所間で相談し、日付等を決めるな

ど出来るだけの準備を行いお迎え

する。また、退院後の通院や健康

管理が安定して出来るよう、相互

の情報交換を行い、病院関係者や

家族等と良好な関係を保てるよう

支援している。 

  

A． 充分にできている 

1人 

B．ほぼできている 

3人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入退院の状況に接した事が

無いため自己評価を尊重しま

す。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支

援 

重度化した場合や終末期

のあり方について、早い

段階から本人・家族等と

話し合いを行い、事業所

でできることを十分に説明

しながら方針を共有し、地

域の関係者と共にチーム

で支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化等に対する指針を定め、

入所時において家族等に説明を行

い理解して頂くと共に、文書化して

同意を頂いている。また、事業所で

出来ることを前もって説明し、少し

でも長く安楽に過ごして頂けるよ

う、家族等との話し合いを行い、そ

の情報を共有化している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

3人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不明      1人 

重度化した状況に接した事

が無いため自己評価を尊重し

ます。 



- 9 - 

 

24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発

生時に備えて、全ての職

員は応急手当や初期対

応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の急変や各種事故、災

害に備え、事業所の連絡網を作成

すると共に、定期的に応急手当、

AED講習を受ける等、初期対応訓

練を実践している。 

 

 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災

害時に、昼夜を問わず利

用者が避難できる方法を

全職員が身につけるとと

もに、地域との協力体制

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

災害時における避難訓練を定期

的に行い、全員が避難方法を身に

つけておくようにしている。消防署

職員に避難訓練に指導に来て頂

いたり、運営推進会議等で地域の

方からどのような問題点があるの

か等の意見を頂いている。 

 

 

 異議なし。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

4人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自己評価を尊重します。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの

尊重とプライ

バシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重

し、誇りやプライバシー

を損ねない言葉かけや

対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

プライバシーの保護に関するマ

ニュアルを整備し、利用者利用者

一人ひとりの尊厳を守るよう努め

ている。衣類の着脱、入浴、トイレ

の介助等、利用者に合ったわかり

やすい声掛けを工夫しながら対応

に気を配り、人格尊重・プライバシ

ー保護に努めている。 

 

  

A． 充分にできている 

2人 

B．ほぼできている 

2人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者一人一人のプライバ

シーを守るよう努めていると思

う。 
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27 
日々のその人

らしい暮らし 

職員側の決まりや都合

を優先するのではなく、

一人ひとりの日常生活

における希望や意向、

暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそ

って支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の「その日」「その時」の

気分で自由に過ごせるよう、食事

以外の時間は特に決められたもの

は無く、一人ひとりのペースを大切

にしている。行事やレクリエーショ

ン等も希望に合わせ、強制的な参

加を促す事はしていない。また、利

用者本人の希望に合わせた対応

が出来るよう努めている。 

 

      

28 

食事を楽しむ

ことのできる

支援 

食事が楽しみなものにな

るよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、

利用者と職員が一緒に

準備や食事、片付けをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食材については、毎日業者より

配達され、決まったメニューとなっ

ているが、後片付け等を手伝って

頂いたり一緒に関わって頂くこと

で、より興味を持って食事をして頂

けるよう努めている。 

 

 

  

A． 充分にできている 

1人 

B．ほぼできている 

3人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 充分食事を楽しめていると思

う。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バラン

ス、水分量が一日を通じ

て確保できるよう、一人

ひとりの状態や力、習慣

に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の状態を把握し、食事量

や水分摂取量を記録している。職

員全員が食事や水分の重要性を

認識した上で、一人ひとりが気兼

ねせず摂取できる様、個人に合わ

せた量を提供している。 
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30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが

生じないよう、毎食後、

一人ひとりの口腔状態

や本人の力に応じた口

腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後に歯磨きを促し、口腔内

の汚れや口臭が生じないよう努め

ている。歯磨きが難しくなった利用

者の方には歯磨きの介助の後、口

腔内のふき取りや口腔清拭用のジ

ェルを使用するなどその時の状態

に合わせ清潔に保てるよう努めて

いる。義歯の装着時の痛み等の観

察を行っている。また、月に一回、

歯科医による口腔ケアを受けてお

り異常があれば早期に治療できて

いる。  

 

  

A． 充分にできている 

4人 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 歯科医による口腔ケアを受

け口腔内の状態を保持できて

いると思う。 

31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの

使用を減らし、一人ひと

りの力や排泄のパター

ン、習慣を活かして、トイ

レでの排泄や排泄の自

立にむけた支援、便秘

の予防等、個々に応じた

予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日排泄チェック表を記入し、

利用者一人ひとりの排泄パターン

を把握している。利用者自身のトイ

レでの排泄の自立に向け、尿意等

があった場合の随時の誘導を行っ

ている。出来るだけオムツを使用

する時間を短くし、これまでの生活

と変わらない衣服で生活して頂け

るよう配慮している。また、便秘の

予防として水分摂取量の確保等、

個々の利用者に合わせた対応を

行い、便秘がちな方に対しては、

医師に相談しながら、整腸剤等で

の排便コントロールを行い、イレウ

  

A． 充分にできている 

3人 

B．ほぼできている 

1人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄の自立支援を十分にし

ていると思う。 
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ス等の予防を図っている。また、運

動を促したり、腹部マッサージを行

うなどし自力での排便が出来るよう

に努めている。 

 

32 

入浴を楽しむ

ことができる

支援 

一人ひとりの希望やタイ

ミングに合わせて入浴を

楽しめるように、職員の

都合で曜日や時間帯を

決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者に入浴に関する希望をお

聞きし、出来るだけ訴えに添って安

全に入浴出来るような体制を確保

し行っている。拒否をされる方に関

しては、時間や曜日を変更する、

事前に知らせる等して入浴してもら

えるよう支援している。 

 

      

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣

やその時々の状況に応

じて、休息したり、安心し

て気持ちよく眠れるよう

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一人ひとりのこれまでの暮らし

方を尊重し、出来るだけ本人のペ

ースで過ごせるよう支援している。

また、ホーム、居室内の温度や湿

度等の管理に気を配り、快適な生

活を送ることが出来るよう配慮して

いる。日中も休憩時間を設けるな

ど体力的に無理がかからないよう

に考慮している。 また、軽体操や

散歩、外出等を取り入れ、心地よく

安眠出来るよう支援している。 
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34 服薬支援 

一人ひとりが使用してい

る薬の目的や副作用、

用法や用量について理

解しており、服薬の支援

と症状の変化の確認に

努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬の説明書や通院、往診の記

録をファイルし、職員間で情報を共

有している。薬の変更の際には経

過を観察し、変化があれば医師に

連絡し、指示を仰ぐ等の連携を保

持している。配薬内容チェックを行

い介助の際には確実な飲み込み

確認するなど誤薬を防止するため

の対策を随時見直し、意識強化に

努めている。 

  

A． 充分にできている 

4人 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 医師と連携し服薬の支援に

努めていると思う。 

35 
役割、楽しみ

ごとの支援 

張り合いや喜びのある

日々を過ごせるように、

一人ひとりの生活歴や

力を活かした役割、嗜好

品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者が役割を持つことで、生

活への張り合いや使命感、達成感

を味わえるよう、暮らしの中に一人

ひとりが持っている能力を活かせ

るような役割（洗濯物、お盆拭き、

野菜の収穫などのお手伝い等）を

考え楽しみ事や気分転換等の支

援をしている。 

 異議なし。     

36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の

希望にそって、戸外に出

かけられるよう支援に努

めている。また、普段は

行けないような場所で

も、本人の希望を把握

し、家族や地域の人々と

協力しながら出かけられ

るように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

敷地内の畑での収穫の他、施設

周囲の散歩など、利用者の希望や

外部の状況を考えて、戸外に出掛

けるよう日頃から支援している。ま

た、遠出のバスドライブ等を取り入

れ、四季を通じて行っている。 複

数での外出や個人での外出等、

様々な工夫をして楽しんで外出出

来るよう支援している。 

 異議なし。     



- 14 - 

 

37 

お金の所持や

使うことの支

援 

職員は、本人がお金を

持つことの大切さを理解

しており、一人ひとりの

希望や力に応じて、お金

を所持したり使えるよう

に支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自分で管理できる方が少ないた

め、お小遣いに関しては事業所で

お預かりするのが主となっている。

欲しい物の希望をきいて買い物に

行ったりしている。 

 

 

      

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人

自らが電話をしたり、手

紙のやり取りができるよ

うに支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者のこれまでの生活歴を断

ち切らない様、本人から電話や手

紙のやり取りの希望があれば自由

に出来るようにしている。また、そ

の際には、プライバシーに留意しな

がら個別的に支援している。 

 

      

39 

居心地のよい

共用空間づく

り 

建物内部は一人ひとり

の身体機能やわかる力

を活かして、安全かつで

きるだけ自立した生活が

送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用

者にとって不快や混乱を

まねくような刺激がない

ように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過

ごせるような工夫をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者が入居する際に使い慣れ

た家具などを持参してもらったり、

本人や家族と相談しながら配置を

決めている。室温や湿度にも配慮

し、快適に生活出来る空間になる

よう心掛けている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

A． 充分にできている 

2人 

B．ほぼできている 

2人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人や家族と話し合い快適

な生活が出来ていると思う。 
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Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の

暮らし 

本人は、自分の思い、

願い、日々の暮らし方

の意向に沿った暮らし

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  毎日の暮らしの中では利用

者のその時々の気持ちを尊重

し、一人ひとりの自由な意思で

の生活が送れるようケア内容を

考え、対応している。 

 

  

      

41 

本人は、自分の生活

歴や友人関係、暮らし

の習慣、特徴など

様々な情報をもとに、

ケア・支援を受けるこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日の暮らしの中で利用者と

の会話の中や、利用者の家族

等から本人に関する情報を得

て、これまでの生活歴に合った

ケア内容を考え、対応してい

る。 好まれるテレビ番組の話

題など、話が合いそうな利用者

同士の交流を支援している。 

 

  

      

42 

本人は、自分の健康

面・医療面・安全面・

環境面について、日々

の状況をもとに、ケア・

支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の健康状態の変調に

ついては、介護職員が勝手に

判断することなく看護師に報告

し指示を仰ぐようにしている。必

要がある場合はかかりつけの

医院の協力を得て、各々の状

態に適切な対応をしている。 

 

  

  

A． 充分にできている 

4人 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の健康状態の変調を

勝手に判断することなく医師と

協力し各々の状態に適切に対

応していると思う。 
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43 

生活の継続

性 

本人は、自分のペー

スで、これまでの暮ら

しの習慣にあった生活

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一人ひとりのこれまでの暮ら

し方を尊重し、出来るだけ本人

のペースで過ごせるよう支援し

ている。 

  

      

44 

本人は、自分のなじみ

のものや、大切にして

いるものを、身近（自

室等）に持つことがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の手が届く範囲内に必

要なものがあること、事故の原

因に繋がる場合には、移動した

りなど工夫して配置して出来る

だけ生活環境から無くさないよ

うに支援している。また、廊下に

は手摺りがあり、トイレの場所

を表示し、安心、安全に生活出

来るようにしている。各居室前

に同意を頂いた方は名札を掲

示し、自分の部屋と認識しやす

いようにしている。 

  

A． 充分にできている 

3人 

B．ほぼできている 

1人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者のなじみの物を身近

に持つことが出来ていると思

う。 

45 

本人は、自分の意向、

希望によって、戸外に

出かけることや、催

（祭）事に参加すること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホームのすぐ前が車道に面し

ており、増築した際にそちら側

の柵が撤去されているため、付

き添い無しで外に自由に出るの

は難しい。外出は行事の時やご

家族の協力を得て行っている。 

  

夜間については、外出するよう

なことも無い事から、防犯や事

故防止の観点から、玄関の施

錠については確実に実施し

て、立地が危険なので人身事

故などが発生しないように気を

付けて欲しい。 
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46 

本人が持つ

力の活用 

本人は、自分ができる

こと・できないこと、わ

かること・わからないこ

とを踏まえた、役割

や、楽しみごとを行う

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者が役割を持つことで、

生活への使命感、達成感を味

わえるよう、暮らしの中に一人

ひとりが持っている能力を活か

せるような役割を考え楽しみや

気分転換等の支援をしている。 

  

      

47 

本人は、自分がいきい

きと過ごす会話のひと

時や、活動場面を

日々の暮らしの中で

得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員が利用者同士の関係や

両者の思い等の情報を把握・

共有し、レクリエーションを集団

で行うものと個人で行うものとを

日替わりで設け、一人一人が楽

しめるように工夫している。ま

た、トラブル等で孤立することが

無いように配慮し、お互いを助

け合い活動できる関わり方を推

進している。  

  

A． 充分にできている 

1人 

B．ほぼできている 

2人 

C．あまりできていない 

1人 

D．ほとんどできていない 

 利用者同士が楽しめるように

工夫していると思う。 

48 

本人は、自分なりに近

隣や地域の人々と関

わったり、交流するこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 以前は地区の敬老会等に参

加される方がいたが、現在退居

されている。近年は新型コロナ

の影響で地区において行事等

が控えられていたが、今後開催

されることに参加し、交流してい

きたい。 
 

 異議なし。     
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49 総合 

本人は、この GHにい

ることで、職員や地域

の人々と親しみ、安心

の日々、よりよい日々

をおくることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の一員として、ご利用者

様のご希望に沿いながらサー

ビスの実施を施設では心掛け

ている。また、より本人様らしい

生活が送れるよう地域の皆様と

必要な際には相談等を実施し

ている。 

 異議なし。 

A． 充分にできている 

1人 

B．ほぼできている 

2人 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不明        1人 

 利用者がより良い日々を送っ

ていると思う。 

 

 全部お任せしているので何も

わかりませんが充分出来てい

ると思います。 

 


